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今回は、持続可能なまちづくりを目指し「石巻市SDGs未来都市計画」に位置付けた事業の中から
「農業担い手育成総合支援事業」について紹介します。

SDGs（持続可能な開発目標）は、地
球上に住む全ての人が暮らしやす
い社会を将来に引き継いでいくた
めの世界共通の１７の目標です。

Ｓustainable（サスティナブル：持続可能な）
Development（ディベロップメント：開発）
Goals（ゴールズ：目標） 問　ＳＤＧｓ地域戦略推進室（内線4223）

ＳＤＧｓで未来を変えよう！
エスディージーズ

　「石巻市農業担い手センター」を中心に、本市農
業の新たな担い手の確保・育成に取り組んでいま
す。同センターでは、「農」を生業としたい方に対し、
市内の農業者をゲストに招いたトークプログラムや、

「農」のある暮らしが体験できるプログラムなど、さ
まざまなプログラムを提供しています。

農業に興味・関心のある方、
まずはご連絡ください！

問　市農林課（内線3554・3555）
　　石巻市農業担い手センター　☎90-4748　　  info@noukajapan.com

農業担い手育成
　総合支援事業

【農業の未来に向けて】

　市は、広大な耕地を有する県内でも有数の穀倉地帯です。北上
川がもたらす肥沃な土壌を生かした稲作を基幹としながら、施設野
菜や花きなどの園芸作物や、肉用牛生産などの畜産も盛んです。
　しかし、高齢化や後継者不足などにより、農業従事者は減少傾
向が続き、耕作放棄地の増加といった問題にも直面しています。
　市の農業を未来につないでいくためにも、新たな担い手の確保
が求められています。

トークプログラム 体験プログラム

　就農初期段階の方向けの助成金制度を行っています。
助成対象経費および助成額
・営農に要する土地の取得または賃借に要する経費
　10アールあたり5,000円程度（初年度1回限り）
・営農に要する小型管理機などの導入に要する経費
　導入経費の2分の1以内25万円上限（1回限り）
助成対象者　認定農業者（経営開始後5年以内）または認定新規就農者

農業を始めたい方、農業をお試し体験したい方など、多様な相談ができます。

就農にまつわる疑問、なんでも気軽に相談ください！

【オフライン】
と　き　10月23日(土)
　　　　11月27日(土)
　　　  12月25日(土)
※各日 午前10時、午後1時、3時
ところ　農業担い手センター
　　　　（桃生町中津山字町12）

【オンライン】
と　き　10月9日(土)
　　　  11月13日(土)
　　     12月11日(土)
※各日 午前10時、午後1時、3時
使用ツール　ZOOMを使用します。

　同センターでは、それぞれに合わせた就
農プランを伴走しながら作っていきます。希
望の就農スタイルはもちろん、住む場所や
暮らし方なども、関係機関と連携しながら総
合的に伴走していきます。

農業担い手センター

　桃生・北上の２地区に、空き家を活用し、「農
業担い手センター」を整備しています。ここは、
新たに就農を目指す方などが中長期的に生活
できるシェアハウスとして活用しています。 桃生シェアハウス（内観）

就農相談会

就農コンシェルジュ

シェアハウス

新規就農者独立支援事業

国土交通省 石巻市

国・県・市の整備担当者からのコメント！国・県・市の整備担当者からのコメント！

かわまちにおける復興
　東日本大震災前に暮らしや生業のあった川沿いは、復興事業により河川堤防とプロムナードが
整備され、水辺と親しむことができる堤防一体空間が形成されています。
　これらの事業は、国・県・市及び施工業者が一つの会議体となり様々な課題に対応しながら
進めて参りました。その状況を随時「リバイブいしのまき」として発信しております。

市民のみなさまに御協力いただき推進してきました復興事業も、終盤を迎えようとしております。
今後も、国・県・市で調整を図りながら進めて参りますので、御理解と御協力をお願い致します。

市民のみなさまへ復興工事
の情報をお届けします。 市街地復興事業情報　リバイブいしのまき

～かわとまちが一体となった新しい交流拠点の形成～

震災前の風景

宮城県

現在の風景

石巻市市街地復興工事調整会議調整事務局
（国土交通省北上川下流河川事務所・
 宮城県東部土木事務所・石巻市）
市基盤整備課　（内線 5513・5514）

かつて堤防の無かった市
街地に、地域住民のみな
さまと意見交換を重ね、
多くの人々にご利用いた
だけるような環境づくり
や、景観形成に配慮した
堤防を整備しました。

歴史ある内海橋の架け替
えは、河川堤防と周辺事
業との課題を調整しなが
ら、安全で円滑な交通確
保と地域の活性化への貢
献に配慮しました。

北上川河口の市街地に
おいて、新たなにぎわ
いの空間づくりを目指
し、多岐にわたる事業
者間調整を図りながら

「かわまち交流拠点」の
整備を進めてきました。


